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本市は、香川県の海岸線側ほぼ中央部に位置し、北は風光明媚な塩飽諸島、南は讃岐山脈に

連なる山々に囲まれています。そして、陸地部には「丸亀平野」と称される平坦な田園地帯が広がっ

ており、それらに代表される瀬戸内地方特有の穏やかな風土と、医療・福祉・交通・商業施設などの

都市機能が調和し、極めて居住性の高い環境にあります。 

また、早くから海上交通の要衝、物資の集散地として発展し、特に金刀比羅宮の参道口として大

いににぎわいを見せました。いまも、築城 400 年を超える長い歴史が刻まれた「丸亀城」をシンボル

に、その当時の面影や城下町としての色彩を色濃く残しています。 

 

一方、本市の位置する中讃地域は、本州と四国を結ぶ「瀬戸大橋」と四国内に整備された高速

道路網の結節点として、人・物・情報が行き来する東瀬戸経済圏の要所となっています。 

この地域内においては、従来から社会・経済・文化などの面で深く結びついており、これまでにも福

祉サービスや環境保全、地域情報化など、地域住民の多様なニーズに応えるため、課題を共有す

る市町とともに広域行政圏を形成し、行政事務の効率的な運用を推進してきました。 

 

しかしながら、現在、わが国では、少子高齢化や人口減少、高度情報化、地球環境との共生、エ

ネルギー問題など、時代の大きな潮流に直面し、長年にわたって築かれた社会構造の転換を余儀

なくされています。 

国においても、地方分権から地域主権へと、地方の自立に向けた改革がさらに推進されようとして

おり、これまで以上に地方自治体の確かな見識と実行力、そして、既成の枠にとらわれない、柔軟な

発想力が問われる時代を迎えています。 

このため、われわれ基礎自治体は、経営基盤の強化を図るとともに、今後は行政区域を越えた日

常生活圏をベースとして、自然・文化・産業・人材などの資源を自治体間相互に補完し、相乗効果

を高めるため、創意工夫を重ねながら、自立した地域社会の実現に向けた道筋を見極めていかな

ければなりません。 

 

このような状況のもと、本市は、中讃地域の中核的役割を担う都市として、これまでに培われた自

治体間の協力関係を尊重しつつ、定住自立圏構想における中心市となり、魅力あふれる圏域の形

成に向け努力することを決意します。そして、恵まれた地理的、社会的条件や本市に集積する都市

機能、周辺市町の有する多様な個性を最大限に活かしながら、圏域における「定住」を強く推進し、

地域住民の幸せの追求と圏域全体の発展に尽くすことを、ここに宣言します。 

 

平成２３年７月１日 

 

丸亀市長 新井 哲二  

中心市宣言 



 

－2－ 

１ 本市の都市機能の集積状況及び利用状況 

  

 

 

（１）医療・福祉に係る都市機能 

項 目 主な施設（サービス）名 備 考 

香川労災病院 （地域医療支援病院）  

中野外科・胃腸科医院  
救 急 病 院 

（県認定） 
麻田総合病院  

特別養護老人ホーム   ９ヶ所 

介護老人保健施設    ５ヶ所 

有料老人ホーム     ４ヶ所 

高齢者グループホーム １２ヶ所 

高齢者関連施設 

福 祉 施 設 

保健福祉センター    ３ヶ所 

綾歌健康づくりふれあいセンター（湯舟道） 

市保健センター 

老人福祉センター 

 【救急出動時の搬送者の状況（平成２２年）】      

 
丸亀市に 

住所を有する者 

市外に 

住所を有する者 
その他 合 計 

搬送者数 ３，６２８人 ７９４人 ３人 ４，４２５人

     （上表のうち、市外に住所を有する者の内訳） 

 善 通 寺 市 １１０人（１３．９％） 坂 出 市 ９０人（１１．３％）

 琴 平 町  ２５人（ ３．１％） 宇 多 津 町 ６７人（ ８．４％）

 多 度 津 町  ９６人（１２．１％）

 まんのう町  ４１人（ ５．２％）
そ の 他 ３６５人（４６．０％）

【市内特別養護老人ホーム（地域密着型を除く。）入所者の状況（平成２３年３月利用分）】 

出身市町名 入所者数（構成比） 出身市町名 入所者数（構成比） 

丸 亀 市 ２８４人（７５．７％） まんのう町 ２人（ ０．５％）

善 通 寺 市 ９人（ ２．４％） 坂 出 市 ２５人（ ６．７％）

琴 平 町 ２人（ ０．５％） 宇 多 津 町 ９人（ ２．４％）

多 度 津 町 ８人（ ２．１％） そ の 他 ３６人（ ９．６％）

 

 丸亀市は、約 11 万人の人口を有し、中讃地域の核として、医療・福祉・教育のほか、商業等の機能面

でも生活に必要な都市機能が集積されており、本市市民のみならず、周辺市町住民の生活においても深い

かかわりを持っています。 
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（２）教育に係る都市機能 

項 目 主な施設（サービス）名 備 考 

大 学 校 四国職業能力開発大学校  

県立丸亀高等学校 

県立飯山高等学校 

県立丸亀城西高等学校 

公立 

高 校 

香川県大手前高等学校 

香川県藤井高等学校 
私立 

専門学校等 

丸亀市医師会附属准看護学院 

さぬき福祉専門学校 

県立高等技術学校 丸亀校 

 

  

【丸亀市へ通学する１５歳以上の者の状況】 

市町名 

各市町常住の 

通学者数 

(A)     （人）

左記のうち、 

本市への通学者数 

(B)    （人） 

各市町常住通学者のうち、

本市へ通学する者の割合 

(B/A) 

善 通 寺 市 ２，４１５   ２８０ １１．６％ 

琴 平 町   ４０１    ６６ １６．５％ 

多 度 津 町 １，１２６   ２１１ １８．７％ 

まんのう町   ８８７   １３８ １５．６％ 

坂 出 市 ２，５３４   ５５３ ２１．８％ 

宇 多 津 町   ８５７   １８２ ２１．２％ 

 (平成１７年国勢調査より) 
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（３）消費・金融に係る都市機能 

項 目 主な施設（サービス）名 備 考 

大規模小売店舗 

（店舗面積 10,000 ㎡以上） 

フジグラン丸亀ショッピングセンター 

パワーシティ丸亀 

ゆめタウン丸亀 

 

この他、1,000 ㎡以上の店舗 29 店舗 

 

銀 行 支店・出張所 ２３ヶ所 ９行 

 

（４）交通に係る都市機能 

項 目 主な施設（サービス）名 備 考 

道 路 

国道１１号 

国道３２号 

国道４３８号 

さぬき浜街道 

高松道（高速道路） 

 

鉄 道 駅 
丸亀駅、讃岐塩屋駅（JR 四国） 

栗熊駅、岡田駅（ことでん） 
 

航 路 

丸亀港～本島港 

丸亀港～茂浦港 

丸亀港～広島港 

本島港～児島観光港 

 

 【ＪＲ丸亀駅・琴電各駅乗車人員（平成２０年度）】               単位：人 

 一般 定期 計 一日平均 

JR 丸亀駅 ５１２，４６０ ９８１，４８５ １，４９３，９４５ ４，０９３ 

琴電栗熊駅  ２３，７１４  ７６，７７０   １００，４８４   ２７９ 

琴電岡田駅  ３１，７５４  ６４，３２０    ９６，０７４   ２６６ 

（丸亀市統計書 平成２２年版より） 

 

 

 



 

－5－ 

 

（５）情報・娯楽・文化に係る都市機能 

項 目 主な施設（サービス）名 備 考 

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ ＣＶＣ中讃テレビ 都市型ＣＡＴＶ 

美 術 館 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 

丸亀美術館（中津万象園内） 

丸亀平井美術館 

 

資 料 館等 
市立資料館 

うちわの港ミュージアム 
 

図 書 館 

市立中央図書館 

市立綾歌図書館 

市立飯山図書館 

平成 20 年度末蔵書等

502,549 冊（点） 

スポーツ施設 

県立丸亀競技場 

市民体育館 

丸亀市総合運動公園 

綾歌総合運動公園 

飯山総合運動公園 

 

レジャー施設 
ボートレースまるがめ 

ニューレオマワールド 
 

文化・観光資源 

史跡丸亀城跡 

中津万象園 

金毘羅街道 

塩飽勤番所 

笠島まち並保存地区 

快天山古墳 

 

 

 

【市立図書館（中央・綾歌・飯山）の利用状況（平成２２年度）】 

 

 

市内在住者 

    （人） 

市外在住者 

(本市への通勤・通学者)

      （人）

 

合 計 

（人） 

市外在住者の 

割合 

利用者数 １５，１７０ ２，３５２ １７，５２２ １３．４％

登録者数 ３６，３２４ １０，１６２ ４６，４８６ ２１．９％
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２ 本市に対して従業または通学する就業者数および通学者数を、常住する

就業者数および通学者数で除して得た数が０．１以上である市町の名称 

 

市町名 
通勤通学割合 

（A／B） 

本市に対して従業また

は通学する就業者数 

および通学者数 

（A）     （人）

常住する就業者数 

および通学者数 

 

（B）      （人）

善 通 寺 市 ０．１８ ２，９８６ １６，８３８ 

琴 平 町 ０．１５   ６４２  ４，４０１ 

多 度津町 ０．２３ ２，４１９ １０，７２７ 

まんのう町 ０．１７ １，４９９  ８，６５６ 

坂 出 市 ０．１２ ２，９４０ ２４，９６０ 

宇 多津町 ０．２０ １，７４６  ８，７４８ 

※就業者数および通学者数は、平成１７年国勢調査によるものです。なお、常住する就業者数は、 

自宅従業者を除きます。 
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３ 本市と周辺市町との連携が想定される取組 

 

視 点 分 野 取組内容 

医 療 
救急医療体制をはじめとする地域医療ネットワーク

の充実 

介護認定審査会及び障害者自立支援法に基づく介護

給付費の支給に関する審査会の共同設置・運営管理 
福 祉 

徘徊高齢者の早期発見、保護を目的とした警察や関係

団体等とのセーフティネットワークの構築 

消防・防災 
圏域内連携による消防機能の強化 

（消防車両、資器材の広域的有効活用等） 

産 業振興 

広域型観光ルートの設定など新たな観光圏の形成 

（金毘羅街道など地域資源のネットワーク化による

活用） 

可燃性ごみに係る焼却施設の設置及び運営管理 

し尿処理施設の設置及び運営管理 

生活機能の強化 

そ の 他 

不燃性ごみ等に係る最終処分場の設置及び運営管理 

地域公共交通 基幹バス路線の広域的な取組による利用促進 

イベントなど圏域内情報を共有し、圏域全体で発信 
地域内外の住民と

の移住・交流促進 県と連携のもと、県内外からの移住希望者への情報発

信及び受け入れに係るサポート体制の構築 

圏域内における地域情報化の推進及び実施のための

連絡調整 

結びつきや 

ネットワークの強化 

そ の 他 
圏域内公共施設の利用促進 

（市・町外料金適用除外など） 

人材の確保 人材の育成・交流 
圏域マネジメント能力

の強化 
大学等との連携 研究・交流 

 


